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従
来
、
曲
文
学
の
研
究
と
い
う
と
、「
雑
劇
」
と
「
伝
奇
」、
即
ち
台
詞
と
曲
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
戯
曲
作
品
が
研
究
対
象
の
中
心

と
な
っ
て
来
た
。
雑
劇
・
伝
奇
の
シ
ナ
リ
オ
の
文
学
性
の
高
さ
、
そ
れ
が
明
代
白
話
小
説
と
ど
の
よ
う
な
影
響
関
係
に
あ
る
の
か
と
い

う
点
が
、
研
究
者
の
興
味
を
強
く
惹
い
て
来
た
の
か
も
し
れ
な
い（

１
）。

一
方
、
曲
文
学
に
は
、
一
~
複
数
の
楽
曲
（「
曲
牌
」
と
称
さ
れ
る
）
の

み
で
構
成
さ
れ
る
「
散
曲
」
も
存
在
す
る
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は
さ
ほ
ど
研
究
者
の
興
味
を
惹
き
つ
け
て
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（

２
）。
た

し
か
に
、
散
曲
の
芸
術
性
は
、
曲
牌
と
曲
辞
の
調
和
が
そ
の
場
に
い
る
聴
衆
の
美
的
感
受
性
に
響
く
か
ど
う
か
に
大
き
く
か
か
っ
て
お

り
、
楽
曲
が
失
わ
れ
る
と
魅
力
が
半
減
す
る
上
、
文
字
化
さ
れ
て
出
版
さ
れ
な
い
限
り
、
数
年
の
時
が
過
ぎ
れ
ば
存
在
す
ら
忘
れ
去
ら

れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
代
的
に
言
う
と
流
行
歌
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い
つ
の
時
代
も
、
流
行
歌
は
時
代
を

反
映
し
、
民
衆
の
感
情
を
映
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
文
的
価
値
に
は
は
か
り
し
れ
な
い
所
が
あ
る
。

中
国
の
曲
文
学
に
お
い
て
は
、
明
代
中
期
以
降
、
士
大
夫
・
士
人
の
間
で
、
そ
れ
ま
で
は
「
文
学
」
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
曲
」
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
る
。
そ
の
情
況
は
雑
劇
・
伝
奇
の
み
で
な
く
、
散
曲
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
散
曲
の
名
手
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
人
物
の
一
人
に
、
成
化
・
弘
治
年
間
（
一
四
六
五－

一
五
〇
五
）
頃
に
活
躍
し
た
、
陳
鐸
（
字
は

大
声
、
号
は
秋
碧
、
南
京
済
州
衛
指
揮
使
を
世
襲
し
た
武
官
）
と
い
う
人
物
が
い
る
。
こ
の
陳
鐸
の
生
平
や
著
作
、
散
曲
制
作
に
身
を
投
じ
た
経

緯
・
動
機
な
ど
は
、
先
行
研
究
で
は
十
分
に
は
論
じ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
。
本
論
で
は
、
明
代
中
期
に
散
曲
が
ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
実
演
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
陳
鐸
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
前
篇
で
は
、
陳
鐸

に
関
す
る
基
礎
情
報
の
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
散
曲
制
作
の
場
、
音
律
の
理
解
と
い
う
視
点
か
ら
、
陳
鐸
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
考

井

口

千

雪

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
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察
す
る
こ
と
に
す
る
。

一　

陳
鐸
散
曲
の
評
価

明
代
中
期
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
曲
の
選
集
、
撰
者
不
明
『
盛
世
新
聲
』（
正
徳
十
二
年
︹
一
五
一
七
︺
序
）・
張
禄
輯
『
詞
林
摘
艶
』（
嘉
靖
四

年
︹
一
五
二
五
︺
序
）・
郭
勛
輯
『
雍
熙
樂
府
』（
嘉
靖
十
年
︹
一
五
三
一
︺
序
）
に
は
、
陳
鐸
の
散
曲
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る（

３
）。

明
代
後
期
の

文
人
に
よ
っ
て
編
纂
刊
行
さ
れ
た
曲
の
選
集
、
馮
夢
龍
輯
（
？
）『
太
霞
新
奏
』（
天
啓
七
年
︹
一
六
二
七
︺
序
）
や
凌
蒙
初
輯
『
南
音
三
籟
』

（
刊
行
年
不
明
）、
胡
文
煥
輯
『
群
音
類
選
』（
刊
行
年
不
明
）、
張
楚
叔
輯
『
呉
騒
合
編
』（
崇
禎
年
間
︹
一
六
二
八－

四
四
︺
刊
か
）
な
ど
に
も
多
々

収
録
さ
れ
る
。

ま
た
、
明
代
中
期
・
後
期
の
曲
学
関
係
の
言
説
に
も
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
陳
鐸
へ
の
言
及
が
あ
る
。
煩
を
避
け
ず
、
以
下
に

主
要
な
も
の
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

明
代
中
期
、
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
の
進
士
で
戯
曲
作
家
で
も
あ
っ
た
李
開
先
（
一
五
〇
二
~
六
八
）
は
、
曲
論
書
『
詞
謔
』
に
陳
鐸
の

散
套
︻
北
・
南
呂　

一
枝
花
︼「
粗
布
袍
罩（
４
）」
と
︻
北
・
雙
調　

新
水
令
︼「
碧
桃
花
外
一
聲
鐘
」
の
二
篇
を
佳
作
と
し
て
収
め
る
ほ
か（

５
）、

同
郷
（
山
東
章
丘
）
の
詞
友
袁
崇
冕
（
号
西
野
）
に
寄
せ
た
「
西
野
春
遊
詞
序（
６
）」（『

李
中
麓
閒
居
集
』
巻
六
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　

國
初
如
劉
東
生
・
王
子
一
・
李
直
夫
諸
名
家
、
尚
有
金
・
元
風
格
。
迺
後
分
而
兩
之
、
用
本
色
者
爲
詞
人
之
詞
、
否
則
爲
文
人

之
詞
矣
。
自
陳
大
聲
正
德
丁
卯
年
没
後
、
惟
有
王
渼
陂
爲
最
。
陳
乃
元
詞
之
下
者
、
而
王
乃
文
詞
之
高
者
也
。

　

国
初
の
劉
東
生
・
王
子
一
・
李
直
夫
ら
曲
の
名
手
は
、
ま
だ
金
・
元
代
の
曲
の
風
格
を
保
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
二
つ
の
流
れ
に
分
か
れ
る
が
、
一
方
は
金
・

元
以
来
の
本
来
の
風
格
を
踏
襲
す
る
「
詞
人
の
詞
」（「
詞
」
は
こ
こ
で
は
「
う
た
」
を
謂
う
）
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
「
文
人
の
詞
」
で
あ
る
。
陳
大
声
が
正

徳
二
年
（
一
五
〇
七
）
に
没
し
て
以
降
は
、
王
九
思
（
号
渼
陂
）
の
曲
が
最
も
優
れ
て
い
る
。
陳
大
声
は
元
代
の
風
格
を
保
つ
曲
作
家
の
末
席
に
あ
り
、
王
九

思
は
文
人
の
曲
作
家
の
高
い
地
位
に
あ
る
。

友
人
王
九
思
を
新
し
い
時
代
の
曲
作
家
と
し
て
讃
え
る
よ
う
な
言
い
回
し
を
し
つ
つ
、
陳
鐸
を
明
代
中
期
以
前
の
曲
作
家
の
中
で
金
・

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号
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元
代
の
曲
の
風
格
を
継
ぐ
大
家
と
評
価
し
て
も
い
る
。

明
代
中
期
の
文
学
家
・
戯
曲
作
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
徐
渭
（
一
五
二
一
~
九
三
）
は
、
曲
論
書
『
南
詞
敍
録（
７
）』
の
中
で
以
下
の
よ
う

に
評
し
て
い
る
。

　

本
朝
北
曲
、
推
周
憲
王
・
谷
子
敬
・
劉
東
生
、
近
有
王
檢
討
・
康
狀
元
、
餘
如
史
癡
翁
・
陳
大
聲
輩
、
皆
可
觀
。

　

本
朝
の
北
曲
と
言
え
ば
、
周
憲
王
朱
有
燉
・
谷
子
敬
・
劉
東
生
、
最
近
の
人
で
は
王
検
討
・
康
状
元
、
そ
の
他
に
は
史
癡
翁
・
陳
鐸
ら
の
作
が
、
み
な
見
る

に
堪
え
う
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
古
文
辞
派
後
七
子
の
中
心
人
物
で
劇
作
家
で
も
あ
っ
た
王
世
貞
（
一
五
二
六
~
九
〇
、
嘉
靖
二
十
六
年
︹
一
五
四
七
︺
の
進
士
）
は
『
藝

苑
巵
言（
８
）』
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　

陳
大
聲
、
金
陵
將
家
子
。
所
爲
散
套
、
旣
多
蹈
襲
、
亦
淺
才
情
、
然
字
句
流
麗
、
可
入
絃
索
。「
三
弄
梅
花
」
一
闋
、
頗
稱
作
家
。

　

陳
大
声
は
、
金
陵
の
武
門
の
子
息
で
あ
っ
た
。
彼
が
作
る
散
曲
の
套
数
は
、
先
人
の
踏
襲
が
多
く
、
才
気
や
情
緒
は
浅
い
け
れ
ど
も
、
字
句
は
な
だ
ら
か
で

美
し
く
品
が
あ
り
、
音
楽
に
の
せ
て
唱
う
こ
と
が
で
き
る
。「
三
弄
梅
花
」
の
一
篇
な
ど
は
、
す
こ
ぶ
る
作
家
と
し
て
の
誉
れ
が
高
い
。

文
中
に
謂
う
「
三
弄
梅
花
」
の
一
篇
と
は
、『
詞
林
摘
艶
』
巻
三
・『
雍
熙
樂
府
』
巻
六
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
散
套
、「
閨
情
」（『
詞
林

摘
艶
』
の
篇
題
に
拠
る
。『
雍
熙
樂
府
』
で
は
「
春
夜
歸
思
」）︻
北
・
中
呂
宮　

粉
蝶
兒
︼「
三
弄
梅
花
」
を
指
す
。
同
様
の
言
説
は
明
・
周
暉
撰

『
金
陵
瑣
事
』
に
も
見
え（

９
）、
こ
の
散
套
が
嘉
靖
~
万
暦
年
間
に
人
口
に
鱠
炙
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
荒
木
猛
氏
の
指

摘
す
る
所
で
あ
る
が
、『
金
瓶
梅
詞
話
』
の
七
箇
所
で
、
登
場
人
物
が
こ
の
「
三
弄
梅
花
」
を
含
め
た
陳
鐸
の
散
曲
を
唱
う
場
面
が
あ

り
、「
こ
れ
は
『
金
瓶
梅
詞
話
』
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
明
嘉
靖
年
間
、
廓
で
実
際
に
こ
の
種
の
散
曲
が
よ
く
唱
わ
れ
て
い
た
こ
と

の
忠
実
な
再
現
で
あ
ろ
う（

（1
（

」
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
鐸
の
散
曲
と
白
話
小
説
成
立
と
の
関
係
も
考
究
す
べ
き
点
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
ひ

と
ま
ず
措
こ
う
。

こ
の
ほ
か
、
徐
渭
の
弟
子
で
戯
曲
作
家
で
あ
っ
た
王
驥
徳
（
一
五
四
〇
~
一
六
二
三
）
は
、『
曲
律（
（1
（

』
の
中
で
し
ば
し
ば
陳
鐸
に
言
及
し
、

巻
四
で
は
「
長
套
亦
惟
是
陳
秋
碧
・
梁
少
白
、
最
稱
爛
漫
」（
套
数
︹
一
つ
の
曲
牌
を
用
い
る
小
令
に
対
し
、
複
数
の
曲
牌
で
構
成
さ
れ
る
曲
篇
を
謂
う
︺

と
言
え
ば
陳
秋
碧
と
梁
少
沙
の
み
で
あ
り
、
最
も
爛
漫
と
の
聞
こ
え
あ
る
）
と
評
し
て
い
る
。
晩
明
の
戯
曲
作
家
呂
天
成
（
一
五
八
〇
~
一
六
一
八
）
は

『
曲
品（
（1
（

』
巻
上
の
「
上
品
」
に
陳
鐸
の
名
を
挙
げ
、「
陳
秋
碧
越
音
嘹
亮
」（
陳
秋
碧
︹
陳
鐸
の
号
︺
の
作
は
南
方
の
音
が
清
ら
か
に
響
く
）
と
評
し

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）
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て
い
る
。

晩
明
の
歴
史
家
、
沈
徳
符
（
一
五
七
八
~
一
六
四
二
）
の
筆
記
『
萬
暦
野
獲
編（
（1
（

』
巻
二
十
五
「
詞
曲
、
南
北
散
套
」
は
、「
卽
沈
靑
門
・
陳

大
聲
輩
南
詞
宗
匠
」（
沈
青
門
・
陳
大
声
は
南
詞
︹
南
曲
︺
の
大
家
で
あ
る
）
と
評
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　

且
今
人
但
知
陳
大
聲
南
調
之
工
耳
。
其
北
︻
一
枝
花
︼「
天
空
碧
水
澄
」
全
套
、
與
馬
致
遠
「
百
歳
光
陰
」、
皆
咏
秋
景
、
眞
堪

伯
仲
。
又
「
題
情
」︻
新
水
令
︼「
碧
桃
花
外
一
聲
鐘
」
全
套
、
亦
綿
麗
、
不
減
元
人
。
本
朝
詞
手
、
似
無
勝
之
者
。
陳
名
鐸
、
號

秋
碧
、
大
聲
其
字
也
。
金
陵
人
、
官
指
揮
使
。
今
皆
不
知
其
爲
何
代
何
方
人
矣
。

　

当
世
の
人
は
陳
大
声
が
南
曲
に
巧
み
で
あ
っ
た
と
ば
か
り
認
識
し
て
い
る
。（
し
か
し
）
彼
の
「
秋
興
」（『
詞
林
摘
艶
』
の
篇
題
に
拠
る
。『
雍
熙
樂
府
』
で

は
「
重
九
」）︻
北
・
南
呂　

一
枝
花
︼「
天
空
碧
水
澄
」
の
全
套
は
、
馬
致
遠
（
元
曲
四
大
家
の
一
人
）
の
︻
北
・
雙
調　

夜
行
船
︼「
百
歳
光
陰
一
夢
蝶
」
と

同
じ
く
秋
の
風
景
を
詠
む
も
の
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
甲
乙
つ
け
が
た
い
出
来
で
あ
る
。「
題
情
」︻
北
・
雙
調　

新
水
令
︼「
碧
桃
花
外
一
聲
鐘
」
の
全
套
も
、

艶
や
か
で
美
し
く
、
元
人
の
作
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
本
朝
の
詞
曲
作
家
で
、
彼
に
勝
る
者
は
お
る
ま
い
。
陳
鐸
、
号
は
秋
碧
、
大
声
は
字
で
あ
る
。
金
陵
（
南

京
）
の
人
で
、
官
は
指
揮
使
で
あ
っ
た
。
今
の
人
は
彼
が
い
つ
の
時
代
の
ど
こ
の
人
間
か
知
ら
な
い
。

陳
鐸
の
北
曲
が
元
人
の
作
に
匹
敵
す
る
水
準
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
沈
徳
符
が
在
世
し
て
い
た
万
暦
以
降
に
は
、

陳
鐸
の
素
性
は
ほ
と
ん
ど
の
人
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
明
末
清
初
の
銭
謙
益
は
、『
列
朝
詩
集（
（1
（

』
丙
集
第
十
四
小
伝
「
陳
指
揮
鐸
」
に
陳
鐸
の
詩
七
首
を
収
録
し
つ
つ
、「
以
樂
府
名

於
世
、
所
爲
散
套
、
穩
協
流
麗
、
被
之
絲
竹
、
審
宮
節
羽
、
不
差
毫
末
」（
楽
府
︹
詞
曲
︺
に
よ
っ
て
世
に
名
を
馳
せ
、
そ
の
散
套
は
言
葉
選
び
や
句

の
構
成
が
流
暢
華
美
で
、
楽
器
の
奏
で
る
音
に
の
せ
る
と
、
声
調
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
た
）
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
資
料
か
ら
見
る
に
、
陳
鐸
の
散
曲
が
明
代
中
期
・
後
期
に
よ
く
知
ら
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

二　

生
平

で
は
、
陳
鐸
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
荘
一
拂
『
明
清
散
曲
作
家
匯
考
』（
一
九
八
四
年（（1
（

）
に
は
彼
に
つ
い
て
の
基
礎
的

な
綱
領
が
あ
る
が
、
生
平
と
著
作
の
簡
略
な
概
要
を
述
べ
、
陳
鐸
に
言
及
す
る
文
献
を
数
点
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
詳
細
な
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考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
も
含
め
て
、
改
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

陳
鐸
、
字
は
大
声
、
下
邳
（
現
江
蘇
省
睢
寧
県
）
の
人
で
あ
る
が
、
世
襲
官
職
に
よ
っ
て
南
京
に
居
し
た
。
武
職
で
あ
る
指
揮
を
世
襲
し
、

一
門
は
代
々
武
を
尊
ん
だ
が
、
鐸
は
た
だ
読
書
を
好
み
、
経
・
伝
・
子
・
史
・
百
家
の
諸
説
に
通
じ
た
。
人
と
な
り
は
風
流
で
俗
世
間

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
詩
を
よ
く
し
て
、
詞
曲
を
作
る
の
を
も
っ
と
も
得
意
と
し
た
。
住
居
の
南
に
秋
碧
軒
・
七
一
居
が
あ
っ
て
、
世

俗
の
塵
に
汚
れ
ぬ
清
ら
か
さ
が
あ
り
、
賢
人
・
名
士
が
折
々
に
や
っ
て
来
て
は
酒
を
飲
み
つ
つ
語
り
合
っ
た
。
山
水
画
は
沈
周
に
倣
い
、

そ
の
上
に
詩
を
題
す
と
、
人
々
は
み
な
こ
れ
を
賞
翫
し
た
と
い
う
（
以
上
『
明
史（（1
（

』
巻
三
八
七
「
文
苑
二
、
陳
鐸
傳
」）。

陳
鐸
の
在
世
時
期
に
つ
い
て
は
、
弘
治
（
一
四
八
八－

一
五
〇
五
）・
正
徳
（
一
五
〇
六－

一
五
二
一
）
年
間
と
す
る
説
や
、
さ
ら
に
遅
れ
て
嘉

靖
中
期
と
す
る
説
も
あ
る
が（

（1
（

、
前
掲
の
李
開
先
「
西
野
春
遊
詞
序
」
に
「
自
陳
大
聲
正
德
丁
卯
年
没
後
」（
陳
大
声
が
正
徳
二
年
︹
一
五
〇
七
︺

に
没
し
て
以
降
）
と
い
う
一
文
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
主
要
活
動
期
間
は
弘
治
年
間
以
前
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
生
年
は
不
詳
で

あ
る
が
、
李
舜
華
氏
の
考
察
を
借
り
れ
ば（

（1
（

、
陳
鐸
の
散
曲
「
因
跌
自
嘲
二
首
」︻
北
・
雙
調　

水
仙
子
︼「
夜
來
微
雨
過
庭
堦
」（『
坐
隱
先

生
精
訂
秋
碧
軒
稿（（1
（

』
二
七
葉
Ａ
／
二
二
六
頁
）
の
第
二
首
に
「
少
年
行
動
走
如
飛
。
渉
險
攀
危
過
六
十
」（
若
い
頃
に
は
体
を
動
か
せ
ば
飛
ぶ
よ
う
に
走

れ
た
。
危
険
な
地
に
分
け
入
っ
て
危
険
な
崖
に
よ
じ
登
っ
て
六
十
歳
ま
で
来
た
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
齢
は
最
低
で
も
六
十
歳
を
超
え
て
お
り
、
遅
く

と
も
正
統
十
三
年
（
一
四
四
八
）
に
は
生
ま
れ
て
い
た
計
算
に
な
る
（
無
論
、
上
記
の
散
曲
が
陳
鐸
自
身
の
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
な
の
か
、
一
般
論
を
述

べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
）。
さ
ら
に
、
卞
栄
（
一
四
一
八
~
八
七
、
字
伯
華
、
正
統
十
年
︹
一
四
四
五
︺
の
進
士
）
の
編
年
排
序

と
み
ら
れ
る
詩
集
『
卞
郎
中
詩
集（
（2
（

』
巻
四
に
収
め
ら
れ
る
「
生
日　

成
化
八
年
」
詩
と
「
成
化
十
四
年
九
日
」
詩
の
間
に
「
贈
別
金
陵

陳
大
聲
揮
使
」
詩
が
置
か
れ
、
そ
の
詩
句
に
「
年
少
胸
中
有
五
軍
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陳
鐸
は
成
化
八
~
十
四
年
（
一
四
七
二
~
七
八
）

の
間
に
「
年
少
」（
三
十
才
以
下
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
生
年
は
正
統
八
~
十
三
年
（
一
四
四
三
~
四
八
）
と
い
う
計
算
に
な
る（

（2
（

。
以
上
か

ら
、
陳
鐸
の
主
要
活
動
期
間
は
成
化
・
弘
治
年
間
で
、
正
徳
二
年
（
一
五
〇
七
）
に
没
し
た
際
に
は
六
十
~
六
十
五
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

こ
の
他
、
歴
史
文
献
に
見
え
る
陳
鐸
の
事
跡
と
言
え
ば
、『
英
宗
實
録（
（2
（

』
巻
三
三
〇
（
天
順
五
年
秋
七
月
）
己
未
の
條
に
「
命
故
︙
︙
南

京
濟
川
衞
指
揮
使
陳
璿
子
鐸
︙
︙
倶
襲
職
」
と
あ
る
程
度
で
、
陳
鐸
の
父
親
の
名
が
璿
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）

十
四
~
十
九
歳
の
頃
に
、
要
所
南
京
を
守
る
一
軍
の
ト
ッ
プ
に
あ
た
る
南
京
済
川
衛
指
揮
使
（
南
京
中
軍
右
都
督
と
同
職
）
を
嗣
い
だ
こ
と

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）
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が
分
か
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
後
は
何
歳
ま
で
武
職
に
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
逝
去
し
た
の
か
な
ど
、
正
徳
二
年
に
没
す
る
ま
で

の
四
十
数
年
間
の
事
跡
は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
考
証
は
難
し
い
。

陳
鐸
の
家
系
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
い
く
ら
か
の
考
証
が
可
能
で
あ
る
。『
明
史
』
は
「
睢
寧
伯
文
之
曾
孫
、
都
督
政
之
孫
」、
即
ち
曾

祖
父
は
睢
寧
伯
陳
文
、
祖
父
は
都
督
陳
政
で
あ
る
と
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
李
舜
華
氏
の
説
を
借
り
れ
ば（

（2
（

、
曾
祖
父
陳
文
は
合
肥
（
現
江

蘇
省
合
肥
市
）
の
人
で
、
元
末
に
一
家
も
ろ
と
も
朱
元
璋
の
起
兵
に
従
っ
て
都
督
僉
事
に
陞
り
、
洪
武
十
七
年
（
一
三
八
四
）
に
六
十
歳
で

他
界
、
東
海
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
孝
勇
と
諡
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
（『
皇
明
功
臣
録
』）。
祖
父
陳
政
に
つ
い
て
は
、
靖
難
の
変
（
永
楽
帝
即
位
に

関
わ
る
事
変
）
の
功
績
で
成
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
朱
能
の
玄
孫
に
あ
た
る
朱
鳳
の
妻
陳
氏
の
墓
誌
、
明
・
厳
嵩
撰
「
成
國
太
夫
人
陳
氏
墓

誌
銘
」（『
鈐
山
堂
集（（2
（

』
巻
四
十
）
に
「（
陳
氏
）
先
世
邳
州
睢
寧
人
、
曾
祖
諱
政
、
以
靖
難
功
封
睢
寧
伯
、
歿
諡
榮
靖
、
賜
第
、
家
于
金
陵
。

父
諱
鉞
、
母
伍
氏
」（︹
陳
氏
の
︺
祖
先
は
邳
州
睢
寧
の
人
で
、
曾
祖
は
諱
を
政
と
い
い
、
靖
難
の
変
の
功
績
で
睢
寧
伯
に
封
ぜ
ら
れ
、
没
し
て
栄
靖
と
諡
さ
れ
た

人
物
で
、
邸
を
賜
り
、
金
陵
︹
南
京
︺
に
居
し
た
。
父
は
諱
を
鉞
と
い
い
、
母
は
伍
氏
で
あ
る
）
と
見
え
、
時
期
的
に
『
明
史
』
巻
一
六
一
「
應
履
平
傳
」

に
見
え
る
、
宣
徳
七
年
（
一
四
三
三
）
に
弾
劾
を
受
け
た
「
右
軍
府
」
の
「
都
督
陳
政
」
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
英
宗

實
録
』
巻
一
五
二
（
正
統
十
二
年
夏
四
月
）
丙
辰
の
條
に
「
命
故
︙
︙
南
京
中
軍
右
都
督
陳
政
子
璿（
（2
（

襲
爲
指
揮
使
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陳

政
は
正
統
十
一
年
（
一
四
四
六
）
ま
で
に
は
没
し
て
お
り
、
翌
年
に
陳
鐸
の
父
陳
璿
が
南
京
中
軍
右
都
督
（
南
京
済
州
衛
指
揮
使
と
同
職
）
を
嗣

い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
陳
氏
の
墓
誌
に
言
及
の
あ
っ
た
陳
鉞
は
、
陳
鐸
と
同
じ
く
「
金
」
字
の
排
行
で
あ
る
か
ら
、
兄
弟
或
い
は
従
兄
弟
で
あ
っ

た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
陳
鉞
の
孫
と
な
る
朱
希
忠
は
、
嘉
靖
年
間
に
世
宗
の
寵
遇
を
受
け
て
権
勢
を
誇
っ
た
人
物
で
、
陳
鐸
の
散

曲
を
多
数
収
録
し
た
曲
集
『
雍
熙
樂
府
』
の
編
修
・
刊
行
者
、
武
定
侯
郭
勛
と
交
流
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

ま
た
陳
鐸
の
祖
父
陳
政
に
つ
い
て
も
、
明
・
楊
栄
撰
『
文
敏
集（
（2
（

』
巻
二
一
「
黔
寧
昭
靖
王
夫
人
耿
氏
墓
誌
銘
」（
開
国
の
功
臣
西
平
侯
沐

英
の
妻
耿
氏
の
墓
誌
）
に
「（
孫
）
女
八
人
、
長
壽
昌
王
妃
、
次
趙
王
妃
、
次
適
成
國
公
朱
勇
、
次
適
右
府
右
都
督
陳
政
、
次
許
嫁
武
定
侯

郭
玹
︙
（
後
略
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
平
侯
沐
英
の
孫
娘
（
李
舜
華
氏
の
推
定
に
よ
る
と
沐
英
の
第
三
子
沐
昂
の
次
女
）
を
娶
り
、
公
侯
家
と
姻

戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
筆
者
の
考
察
を
附
言
し
て
お
け
ば
、
耿
氏
墓
誌
に
は
沐
英
の
孫
娘
の
一
人

が
「
武
定
侯
郭
玹
」
に
嫁
い
だ
と
も
あ
る（

（2
（

。
郭
玹
は
開
国
の
功
臣
武
定
侯
郭
英
の
庶
孫
で
、
第
二
代
武
定
侯
を
襲
爵
し
た
人
物
で
あ
り
、
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そ
の
従
兄
弟
郭
珍
の
曾
孫
に
あ
た
る
の
が
、

や
は
り
『
雍
熙
樂
府
』
の
編
纂
・
刊
行
者
、

第
五
代
武
定
侯
の
郭
勛
な
の
で
あ
る
。

郭
勛
は
成
化
十
一
年
（
一
四
七
五
）
生
ま

れ
と
推
定
さ
れ（

（2
（

、
そ
の
頃
陳
鐸
は
二
十
八

~
三
十
三
歳
、
陳
鐸
が
没
し
た
正
徳
二
年

（
一
五
〇
七
）
に
は
郭
勛
は
三
十
三
歳
で
あ
っ

た
。
郭
勛
も
若
い
頃
に
遠
い
親
戚
に
あ
た

る
陳
鐸
の
散
曲
を
直
接
聴
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
郭
勛
が
嘉
靖

十
年
（
一
五
三
一
）
五
十
七
歳
の
時
に
『
雍

熙
樂
府
』
を
編
纂
・
刊
行
し
た
際
、
そ
こ

に
祖
父
・
父
親
陳
鐸
の
散
曲
を
多
く
収
め

た
こ
と
は
、
或
い
は
公
侯
家
の
ビ
ッ
ク
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
事

実
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

三　

陳
鐸
の
著
作
―
現
存
書
と
現
佚
書
の
整
理
―

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
陳
鐸
の
散
曲
作
品
は
、
彼
の
死
後
ま
も
な
い
時
期
に
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
曲
の
総
集
、『
盛
世
新
聲
』・『
詞

林
摘
艶
』・『
雍
熙
樂
府
』
と
い
っ
た
曲
の
総
集
に
相
当
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

成
国
公
⑦

黔
国
公
①

？

陳
氏

両
者
可
能
性
あ
り

《

父

》

沐
春

郭
良

陳
鐸

朱
鳳

成
国
公
⑥

沐
晟

沐
英

西
平
侯
①

沐
昂

沐
氏

沐
氏

《

曾
祖

》

《

祖
父

》

陳
文

郭
銘

郭
英

武
定
侯
①

郭
玹

郭
昌

武
定
侯
② 武

定
侯
③

郭
珍

郭
鎮

武
定
侯
④

『

雍
熙
樂
府

』
編
纂
刊
行

郭
勛

朱
希
忠

武
定
侯
⑤

嘉
靖
期
に
交
流
あ
り

南
京
済
州
衛
指
揮
使

陳
璿

明
初
朱
元
璋
に
従
軍

都
督
僉
事
・
東
海
侯

南
京
中
軍
右
都
督

陳
政

靖
難
の
功
を
以
て

封
睢
寧
伯

中
軍
右
都
督

【
図
】
陳
鐸
家
譜
（
沐
氏
・
朱
氏
・
郭
氏
と
の
姻
戚
関
係
）

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
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よ
り
完
全
な
作
品
集
と
し
て
は
、
明
代
後
期
の
文
人
汪
廷
訥
（
一
五
七
三
~
一
六
一
九
、
字
昌
朝
、
号
坐
隐
先
生
、
戯
曲
作
家
）
の
校
訂
を
経
て

刊
行
さ
れ
た
『
坐
隱
先
生
精
訂
陳
大
聲
樂
府
全
集
』（
万
暦
三
十
九
年
︹
一
六
一
一
︺
序
、
汪
氏
環
翠
堂
刻
本
、
以
下
「
汪
氏
校
訂
全
集
」
と
称
す
）
が
中

国
国
家
図
書
館
に
伝
わ
っ
て
い
る
（
書
号
:
一
五
六
九
三
）。
巻
首
に
は
湯
有
光
（
生
没
年
不
詳
）・
曹
学
佺
（
一
五
七
四
~
一
六
四
六
、
字
能
始
、
号

石
倉
、
万
暦
二
十
三
年
︹
一
五
九
五
︺
の
進
士
）・
汪
廷
訥
の
序
が
附
さ
れ
て
お
り
、
収
録
さ
れ
る
の
は
、
散
曲
集
『
梨
雲
寄
傲
』
一
巻
・『
秋
碧

軒
稿
』
一
巻
・『
可
雪
齋
稿
』
一
巻
・『
月
香
亭
稿
』
一
巻
、
雑
劇
「
納
錦
郎
傳
奇
」
一
巻
・「
太
平
樂
事
」
一
巻
、
詞
集
『
草
堂
餘
意
』

二
巻
の
計
七
種
八
巻
で
、
二
〇
一
七
年
に
中
華
書
局
か
ら
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（『
草
堂
餘
意
』
の
み
『
續
修
四
庫
全
書
』「
集
部
」
第
一

七
二
三
冊
に
も
影
印
が
あ
る
）。

汪
氏
校
訂
全
集
に
は
雑
劇
「
鄭
耆
老
義
配
好
姻
縁
」
と
散
曲
集
『
滑
稽
餘
韻
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
と
言
う
先
行
研
究
が
あ
る
が（

（3
（

、

少
な
く
と
も
筆
者
が
見
た
影
印
本
に
は
存
在
せ
ず
、『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』（
北
京
図
書
館
、
一
九
八
九
年
）
の
当
該
書
欄
（
三
一
〇

三
~
三
一
〇
四
頁
）
に
も
前
段
落
で
言
及
し
た
七
種
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
目
下
現
佚
と
し
て
お
く
。
雑
劇
「
鄭
耆
老
義
配
好
姻

縁
」
に
つ
い
て
は
、
清
初
・
錢
曾
の
蔵
書
目
録
『
錢
遵
王
述
古
堂
藏
書
目
録
』
巻
十
「
曲
」
に
抄
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
や

流
伝
の
過
程
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。『
滑
稽
餘
韻
』
に
つ
い
て
は
、
明
代
嘉
靖
期
の
蔵
書
家
高
儒
の
家
蔵
書
目
録
『
百
川
書
志（
（3
（

』
の
巻
十

八
「
集
、
詞
曲
」
に
「『
滑
稽
餘
音
』
二
巻　

七
一
居
士
（
井
口
注
:
陳
鐸
の
号
の
一
つ
）
作
、
一
百
四
十
一
闋
、
各
咏
一
藝
業
、
曲
盡
人
情

物
態
。
總
十
二
令
」
と
見
え
、
確
か
に
散
曲
集
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
高
儒
『
百
川
書
志
』
に
は
、『
滑
稽
餘
韻
』
の
他
に
も
陳
鐸
の
著
作
が
四
種
著
録
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。『
黎マ
マ

雲
寄
傲
詞
』
一
巻
・

『
草
堂
餘
意
』
二
巻
は
、
現
存
の
汪
氏
校
訂
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
散
曲
集
『
梨
雲
寄
傲
』
一
巻
・
詞
集
『
草
堂
餘
意
』
二
巻
と
同
一

書
で
あ
ろ
う（

（3
（

。『
秋
碧
樂
府
』
二
巻
は
、『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』（
前
出
）
三
一
〇
四
頁
に
著
録
さ
れ
て
い
る
明
抄
本
の
「『
梨
雲

寄
傲
』
一
巻
『
秋
碧
樂
府
』
一
巻
」（
書
号
:
〇
三
五
三
四
）
の
後
者
と
同
一
書
か
も
し
れ
な
い
が
、
巻
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
筆
者
未
見

の
た
め
こ
れ
以
上
の
考
察
は
控
え
る
が
、
近
代
の
作
家
盧
前
輯
『
飮
虹
簃
所
刻
曲
』
の
散
曲
集
『
秋
碧
樂
府
』
一
巻
も
同
名
で
あ
る
こ

と
を
附
記
し
て
お
く
。
残
る
一
種
、『
秋
碧
軒
集
』
五
巻
は
、
現
佚
の
陳
鐸
詩
集
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

陳
鐸
に
詩
集
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
根
拠
と
し
て
は
、『
明
史
』
巻
一
三
六
「
藝
文
四
、
別
集
類
」
に
「
陳
鐸
『
秋
碧
軒
集
』
五
巻
」、

清
・
朱
彝
尊
編
『
明
詩
綜（
（3
（

』
巻
三
八
「
陳
鐸
」
伝
に
「
有
『
秋
碧
軒
』・『
香
月
亭
』
詩
集
」
と
見
え
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る（

（3
（

。
少
な
く
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と
も
『
秋
碧
軒
集
』・『
香
月
亭
集
』
と
題
す
る
詩
集
が
存
在
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
但
し
管
見
の
限
り
全
て
現
佚
で
あ
る
。

そ
の
中
の
『
香
月
亭
集
』
は
、
銭
謙
益
輯
『
列
朝
詩
集
』
丙
集
第
十
四
小
伝
「
陳
指
揮
鐸
」
に
見
え
る
「
成
化
中
、
江
陰
卞
華
伯
序

其
『
香
月
亭
詩
』、
以
爲
用
意
和
平
、
不
務
雕
刻
、
深
入
虞
・
楊
・
范
・
掲
之
閫
奥
、
而
漸
登
盛
唐
作
者
之
堦
梯
」（
成
化
年
間
の
時
、
江
陰

の
卞
栄
︹
字
伯
華
、
前
出
︺
が
陳
鐸
の
『
香
月
亭
詩
』
に
序
し
、
作
品
の
主
題
は
温
和
で
、
文
辞
を
飾
り
立
て
る
こ
と
も
な
く
、
元
詩
四
大
家
の
虞
集
・
楊
載
、
范
梈
・

揭
徯
斯
の
核
心
に
深
く
入
り
、
盛
唐
の
作
者
の
階
段
を
登
り
つ
つ
あ
る
と
評
し
た
）
と
い
う
記
載
中
の
『
香
月
亭
詩
』
と
同
一
書
か
。
銭
謙
益
の
言
説

を
信
じ
る
な
ら
ば
、
陳
鐸
は
卞
栄
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
時
、
少
な
く
と
も
卞
栄
が
在
世
し
て
い
た
成
化
二
十
三
年
以
前
、
陳
鐸
四
十

~
四
十
五
歳
以
前
に
、
す
で
に
詩
集
を
自
撰
す
る
と
い
う
行
為
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
曲
集
や
詞
集
に
つ
い
て
も
、
そ
の
時
期

か
ら
自
撰
を
始
め
て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い（

（3
（

。

こ
の
他
、
明
代
後
期
の
周
暉
撰
『
金
陵
瑣
事
』
巻
二
「
曲
品
」
に
は
陳
鐸
の
著
作
と
し
て
『
公
餘
漫
興
』
が
挙
が
る
が（

（3
（

、
こ
れ
は
明

末
清
初
の
蔵
書
家
黄
虞
稷
の
『
千
頃
堂
書
目（
（3
（

』
巻
二
二
で
は
「
蔡
紹
先
」
の
著
作
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
原
書
が
現
存
し
な
い
た
め

考
証
が
難
し
い
。

『
千
頃
堂
書
目
』
巻
三
に
著
録
さ
れ
る
「
陳
鐸
『
詞
林
要
韻
』
一
巻
、
字
大
聲
、
號
七
一
居
士
、
成
化
癸
夘
序
」
も
現
存
し
な
い
。
韻

書
の
類
い
で
あ
ろ
う
か
。四　

散
曲
制
作
の
場

さ
て
、
陳
鐸
は
武
官
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
常
識
的
に
考
え
て
、
武
官
の
職
務
に
は
曲
辞
を
作
れ
る
ほ
ど
高
い
水
準
の

文
学
的
素
養
は
必
要
で
は
な
い
。
陳
鐸
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
動
機
・
経
緯
で
、
大
量
の
曲
の
制
作
を
行
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
従
来
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
ま
ず
は
陳
鐸
が
散
曲
を
制
作
し
た
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
汪
氏
校
訂
全
集
に
収
め
ら
れ
る
散
曲
の
中
に
は
、
一

人
で
部
屋
に
籠
も
っ
て
制
作
し
た
も
の
と
疑
わ
れ
る
作
も
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
目
に
付
く
の
は
、
宴
席
の
場
で
作
ら
れ
た
作
で
あ
る
。

元
代
に
散
曲
の
主
た
る
制
作
の
場
の
一
つ
が
宴
席
で
あ
っ
た
こ
と
は
小
松
謙
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（3
（

、
明
代
中
期
の
陳
鐸
の

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）
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時
代
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
以
下
に
、『
雍
熙
樂
府
』
巻
一
に
も
収
め
ら
れ
る
一
篇
の
散
套
を
挙
げ
よ
う
。

 
 

 

「
富
文
堂
初
夏
讌
集
同
徐
子
仁
聯
句
」（
富
文
堂
に
て
初
夏
に
讌
集
し
徐
子
仁
と
聯
句
す
）

　
︻
北
・
黃
鐘　

醉
花
陰
︼
簾
捲
東
風
畫
堂
曉
。
恰
春
色
三
分
過
了
。
鶯
辭
谷
燕
成
巣
。
花
事
闌
珊
、
萬
緑
枝
頭
閙
。
牡
丹
因
尚
呈

嬌
。
芍
藥
翻
堦
試
紅
早
。

　
︻
南　

畫
眉
序
︼
堪
賞
景
偏
饒
。
彷
彿
十
洲
共
三
島
。
喜
繁
華
地
勝
、
閥
閲
門
高
。
小
橋
横
緑
水
斜
通
、
平
堤
接
垂
楊
輕
罩
。
市

囂
長
日
何
曾
到
。
塵
煩
向
此
全
消
。

　
︻
北　

喜
遷
鶯
︼
想
蘭
亭
行
樂
。
半
都
是
酒
聖
詩
豪
。
招
邀
。
山
陰
故
老
、
今
日
個
江
左
衣
冠
屬
我
曹
。
慣
追
遊
能
述
作
。
盡
壓

倒
。
參
軍
放
浪
、
平
欺
着
内
史
風
騒
。

　
︻
南　

畫
眉
序
︼
唐
節
度
漢
嫖
姚
。
筆
陣
詞
鋒
座
間
掃
。
更
氣
同
儒
素
、
禮
邁
時
髦
。
蕩
汪
陂
萬
頃
波
瀾
、
挽
快
閤
千
年
風
調
。

市
囂
長
日
何
曾
到
。
塵
煩
向
此
全
消
。
︙
（
後
八
支
略
）

 

（『
坐
隠
先
生
精
訂
可
雪
齋
稿
』「
套
数
」
第
九
葉
Ａ
／
二
六
四
頁
）

　
︻
北
・
黄
鐘　

醉
花
陰
︼
簾
を
捲
き
あ
げ
る
東
風
に
画
堂
が
明
る
く
照
ら
さ
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
春
の
美
し
い
景
色
も
三
割
ほ
ど
が
過
ぎ
た
所
だ
。
鶯
が
谷
に
別

れ
を
告
げ
燕
が
巣
を
作
る
時
期
に
な
っ
た
。
花
の
見
頃
も
終
わ
り
、
万
緑
の
枝
先
が
賑
や
か
し
い
。
牡
丹
は
ま
だ
嬌
態
を
ふ
り
ま
い
て
い
る
。
芍
薬
は
堦
の
辺

り
に
揺
れ
て
早
く
も
紅
化
粧
を
施
し
て
い
る
。

　
︻
南　

画
眉
序
︼
鑑
賞
に
た
え
る
景
色
が
ま
こ
と
豊
富
な
こ
と
よ
。
十
洲
・
三
島
（
仙
境
）
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
喜
ば
し
き
繁
華
形
勝
の
地
、
功
勲
あ
る
世
家

の
門
は
高
く
聳
え
る
。
小
橋
が
懸
か
り
青
々
と
し
た
小
川
が
く
ね
く
ね
と
通
り
、
堤
が
連
な
り
柳
の
葉
に
所
々
覆
わ
れ
て
い
る
。
市
中
は
ひ
ね
も
す
賑
わ
っ
て

い
る
が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
聞
こ
え
て
こ
よ
う
。
俗
世
間
の
煩
ら
わ
し
さ
も
こ
こ
で
は
す
べ
て
消
え
て
し
ま
う
。

　
︻
北　

喜
遷
鶯
︼
蘭
亭
の
宴
席
（
東
晋
の
王
羲
之
が
山
陰
︹
現
浙
江
省
紹
興
市
︺
の
蘭
亭
で
謝
安
・
孫
綽
ら
軍
政
の
高
官
と
開
い
た
宴
）
を
思
え
ば
。
客
の
半

分
が
酒
聖
・
詩
豪
で
あ
っ
た
。
請
い
招
か
ん
。
山
陰
の
見
識
あ
る
老
人
達
と
同
じ
く
、
今
日
の
江
東
の
士
大
夫
は
私
の
官
署
に
属
し
て
い
る
。
形
象
の
地
を
訪

ね
尽
く
せ
ば
作
品
も
で
き
る
と
い
う
も
の
。
参
軍
（
右
軍
将
軍
に
就
い
た
王
羲
之
が
王
右
軍
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
）
の
山
水
巡
り
を
超
え
よ
う
で
は
な
い

か
、
内
史
（
王
羲
之
が
内
史
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
）
の
『
詩
經
』・『
楚
辞
』
に
倣
っ
た
詩
作
を
嘲
笑
っ
て
や
ろ
う
で
は
な
い
か
。

　
︻
南　

畫
眉
序
︼
唐
の
節
度
使
や
漢
の
将
軍
霍
去
病
の
よ
う
に
。
陣
を
布
く
よ
う
に
し
て
作
っ
た
詩
文
の
鋭
い
文
辞
で
宴
席
を
払
い
清
め
る
。
ま
こ
と
心
持
ち
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は
名
儒
と
同
じ
よ
う
な
も
の
。
真
心
あ
る
行
い
は
俊
傑
に
も
勝
る
ほ
ど
。
水
が
蕩
々
と
溢
れ
る
汪
陂
（
園
中
の
堤
防
の
名
か
）
の
向
こ
う
に
は
ど
こ
ま
で
も
波

が
翻
り
、
織
り
上
げ
た
よ
う
に
重
な
る
快
閤
（
園
中
の
楼
閣
の
名
か
）
に
は
久
遠
の
風
格
が
あ
る
。
市
中
は
ひ
ね
も
す
賑
わ
っ
て
い
る
が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で

聞
こ
え
て
こ
よ
う
。
俗
世
間
の
煩
わ
し
さ
も
こ
こ
で
は
全
て
消
え
て
し
ま
う
。
︙
（
後
八
支
略
）

世
間
の
喧
噪
か
ら
離
れ
た
美
し
い
庭
園
の
中
、
東
晋
・
王
羲
之
の
蘭
亭
の
宴
と
同
様
に
、
知
識
人
が
集
ま
っ
て
詩
文
の
腕
を
競
っ
た
饗

宴
の
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
南
曲
と
北
曲
の
曲
牌
を
交
互
に
交
え
た
散
套
で
あ
り
、
篇
題
に
謂
う
所
の
陳
鐸
と
連
句
し
た
徐
子
仁
と

は
、
当
時
曲
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
徐
霖
（
字
子
仁
）
で
あ
る（

（4
（

。
富
文
堂
と
は
、
明
代
中
期
の
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
っ
た
武
官
黄
琳
（
一

四
五
〇
~
一
五
二
〇
、
字
美
之
、
号
蘊
真
・
休
伯
・
国
器
、
安
徽
休
寧
の
人
、
官
は
錦
衣
衛
指
揮
に
至
る
）
が
金
陵
に
構
え
て
い
た
蔵
書
楼
で
、
こ
こ
で
は

美
術
観
賞
を
兼
ね
た
饗
宴
が
し
ば
し
ば
開
か
れ
て
い
た
。

陳
鐸
と
徐
霖
の
二
人
が
、
武
官
黄
琳
の
富
文
堂
の
宴
席
で
散
曲
を
合
作
し
た
と
い
う
話
は
、
明
・
顧
起
元
撰
『
客
座
贅
語（
（4
（

』
巻
六
「
髯

仙
秋
碧
聯
句
」
に
も
見
え
る
。

　

黃
琳
美
之
元
宵
宴
集
富
文
堂
、
大
呼
角
伎
、
集
樂
人
賞
之
。
徐
子
仁
・
陳
大
聲
二
公
稱
上
客
。
美
之
曰
、「
今
日
佳
會
、
舊
詞
非

所
用
也
。
請
二
公
聯
句
、
卽
命
工
度
諸
弦
索
、
何
如
。」
於
是
子
仁
與
大
聲
揮
翰
聯
句
、
甫
畢
一
調
、
卽
令
工
肄
習
、
既
成
合
而
奏

之
、
至
今
傳
爲
勝
事
。

　

黃
琳
（
字
美
之
）
は
元
宵
節
に
富
文
堂
に
て
宴
席
を
設
け
、
俳
優
や
妓
女
を
大
い
に
呼
び
、
楽
人
を
集
め
て
彼
ら
を
観
賞
し
た
。
徐
霖
（
字
子
仁
）・
陳
大
声

の
二
公
は
賓
客
と
さ
れ
た
。
美
之
が
言
っ
た
、「
今
日
の
佳
き
会
に
、
使
い
古
さ
れ
た
歌
は
お
役
御
免
だ
。
ど
う
か
お
二
方
に
聯
句
し
て
い
た
だ
き
、
す
ぐ
に
楽

工
に
楽
器
で
演
奏
さ
せ
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。」
そ
こ
で
子
仁
と
大
声
は
筆
を
振
る
っ
て
聯
句
し
、
一
調
が
で
き
あ
が
る
や
、
す
ぐ
に
楽
工
に
練
習
さ
せ
て
、

で
き
あ
が
る
と
こ
れ
を
合
わ
せ
て
演
唱
し
た
こ
と
は
、
今
に
い
た
る
ま
で
美
し
き
出
来
事
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

前
掲
の
散
套
は
初
夏
の
宴
席
、
顧
起
元
が
言
う
の
は
元
宵
節
の
宴
席
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
徐
霖
と
陳
鐸
は
た
び
た
び
武
官
黄
琳
の
饗

宴
に
招
か
れ
、
請
わ
れ
て
聯
句
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
陳
鐸
に
は
他
に
も
「
富
文
堂
讌
賞
」
と
題
す
る
散

套
︻
北
・
中
呂　

粉
蝶
兒
︼「
萬
巻
圖
書
」（『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』「
套
数
」
第
一
葉
Ａ
／
三
三
頁
）
が
あ
る
。

こ
の
他
、
散
套
「
南
寧
總
戎
第
夜
宴
」︻
北
・
南
呂　

一
枝
花
︼「
詩
成
奪
錦
袍
花
重
欹
烏
帽
」（『
坐
隱
先
生
可
雪
齋
稿
』「
套
数
」
十
七
葉
Ａ

／
二
八
一
頁
）
は
、「
南
寧
總
戎
」
の
誕
生
日
祝
い
の
宴
席
で
献
上
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
總
戎
」
は
軍
の
統
帥
の
意
で
、
明
代
に

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）
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は
公
侯
家
の
武
臣
の
尊
称
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
南
寧
總
戎
」
は
お
そ
ら
く
「
南
寧
伯
」
と
い
う
爵
位
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ

る
。
陳
鐸
の
在
世
中
に
南
寧
伯
の
爵
位
に
あ
っ
た
人
物
と
い
う
と
、
ま
ず
は
南
寧
伯
毛
栄
（
天
順
三
年
︹
一
四
五
九
︺
襲
爵
、
成
化
六
年
︹
一
四

七
〇
︺
没
）
が
挙
が
る
が
、
彼
は
生
涯
北
京
で
職
務
に
当
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
長
子
で
南
京
の
軍
事
統
轄
を
命
じ
ら
れ
た
毛

文
、
或
い
は
孫
の
毛
良
を
指
す
可
能
性
の
方
が
高
い
。
毛
文
は
成
化
七
年
（
一
四
七
一
）
に
南
寧
伯
を
襲
爵
し
、
成
化
十
四
年
（
一
四
七
八
）

に
南
京
前
軍
都
督
府
で
の
水
軍
操
練
、
弘
治
元
年
（
一
四
八
八
）
に
南
京
協
同
守
備
兼
理
右
軍
都
督
府
事
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
弘
治
四

年
に
解
任
さ
れ
る
が
、
本
府
の
帯
俸
と
し
て
南
京
に
居
し
た
ま
ま
、
弘
治
六
年
（
一
四
九
三
）
に
没
し
た
。
翌
弘
治
七
年
（
一
四
九
四
）
に

子
の
毛
良
が
南
寧
伯
を
襲
爵
し
、
し
ば
ら
く
は
北
京
に
居
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）
に
掌
南
京
後
軍
都
督
府
事

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
以
上
『
明
實
録
』
に
拠
る（（4
（

）。
以
上
か
ら
、
こ
の
散
曲
は
、
毛
文
か
毛
良
の
南
京
の
邸
に
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
汪
氏
校
訂
全
集
に
見
え
る
「
壽
徐
魏
公
」︻
北
・
南
呂　

一
枝
花
︼「
潭
潭
宰
相
居
」（『
坐
隱
先
生
可
雪
齋
稿
』「
套
数
」
四
葉
Ａ
／
二

五
五
頁
）
は
、
明
朝
開
国
の
功
臣
（
功
臣
第
一
）
徐
達
の
子
孫
で
、
六
代
目
魏
国
公
の
徐
俌
（
一
四
五
〇
~
一
五
一
七
、
字
公
輔
、
安
徽
鳳
陽
の
人
）

の
誕
生
日
祝
い
の
宴
席
で
献
上
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
陳
鐸
と
徐
俌
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
篇
で
詳
述
す
る
）。

さ
て
、
以
上
に
挙
げ
た
宴
席
の
主
人
は
、
錦
衣
衛
指
揮
の
黄
琳
、
南
寧
伯
毛
文
或
い
は
毛
良
、
そ
し
て
魏
国
公
徐
俌
と
い
う
上
級
武

官
た
ち
で
あ
っ
た
。
上
級
武
官
に
は
、
国
庫
か
ら
の
俸
禄
に
加
え
て
、
銭
庄
（
金
貸
し
）
や
反
物
屋
・
薬
屋
・
宿
屋
な
ど
の
副
業
で
収
入

を
得
た
り
、
中
に
は
収
賄
で
私
腹
を
肥
や
し
た
り
し
て
、
莫
大
な
財
力
を
築
く
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
財
力
が
盛
大
な
饗
宴
の

開
催
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
宴
席
は
一
種
の
文
学
サ
ロ
ン
を
形
成
し
、
そ
の
よ
う
な
場
で
、
陳
鐸
は
即
興
で
曲
辞

を
作
る
こ
と
の
で
き
る
散
曲
の
名
手
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
作
ら
れ
た
曲
辞
は
、
前
掲
『
客
座
贅
語
』
の
記
述
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
場
で
妓
女
・
楽
工
に
よ
っ
て
演
奏
・
演
唱

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
古
代
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
風
習
で
あ
る
が
、
宴
席
の
場
に
は
妓
女
や
楽
人
が
招
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

明
・
顧
起
元
撰
『
客
座
贅
語
』
巻
九
「
戲
劇
」
に
も
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

　

南
都
萬
曆
以
前
、
公
侯
與
縉
紳
及
富
家
、
凡
有
讌
會
、
小
集
多
用
散
樂
、
或
三
四
人
、
或
多
人
、
唱
大
套
北
曲
、
樂
器
用
筝
・

𥱧
・
琵
琶
・
三
絃
子
・
拍
板
。
若
大
席
、
則
用
教
坊
打
院
本
、
乃
北
曲
大
四
套
者
︙
（
後
略
）
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南
都
（
南
京
）
で
は
、
万
暦
以
前
、
公
侯
や
士
大
夫
、
富
豪
の
家
で
、
宴
席
が
あ
る
時
に
は
、
小
さ
な
集
ま
り
な
ら
ば
散
楽
（
民
間
の
劇
団
）
の
藝
人
を
呼

ぶ
こ
と
が
多
く
、
三
、
四
人
、
或
い
は
も
っ
と
大
勢
で
、
長
編
の
套
数
の
北
曲
を
唱
い
、
楽
器
は
箏
・
琴
・
琵
琶
・
三
絃
・
拍
子
木
を
用
い
た
。
大
き
な
宴
席

な
ら
ば
、
教
坊
（
宮
中
の
妓
院
）
の
藝
人
を
呼
ん
で
院
本
（
宮
中
の
妓
院
で
演
じ
ら
れ
る
戯
曲
）
を
上
演
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
北
曲
の
大
四
套
（
全
四
折
で
構

成
さ
れ
る
雑
劇
を
謂
う
か
）
だ
っ
た
。
︙
（
後
略
）

万
暦
以
前
の
南
京
で
は
、
民
間
の
劇
団
や
宮
中
の
教
坊
の
藝
人
が
宴
席
に
呼
ば
れ
、
套
数
や
雑
劇
を
演
唱
・
上
演
し
て
場
を
賑
わ
し
た

の
だ
と
い
う
。
そ
の
様
子
は
さ
な
が
ら
、
陳
鐸
の
散
曲
が
引
用
さ
れ
る
白
話
小
説
『
金
瓶
梅
詞
話
』
に
見
え
る
絢
爛
豪
華
な
饗
宴
の
描

写
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

五　

音
律
の
理
解

次
に
、
音
律
の
理
解
と
楽
器
演
奏
技
術
の
観
点
か
ら
、
陳
鐸
が
曲
の
制
作
を
行
っ
た
経
緯
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。

前
節
で
挙
げ
た
顧
起
元
撰
『
客
座
贅
語
』
巻
六
「
髯
仙
秋
碧
聯
句
」
の
続
き
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　

大
聲
爲
武
弁
、
嘗
以
運
事
至
都
門
、
客
召
宴
、
命
教
坊
子
弟
度
曲
侑
之
、
大
聲
隨
處
雌
黃
、
其
人
距
不
服
。
蓋
初
未
知
大
聲
之

精
於
音
律
也
。
大
聲
乃
手
攬
其
琵
琶
、
從
座
上
快
彈
唱
一
曲
。
諸
子
弟
不
覺
駭
伏
、
跪
地
叩
頭
曰
、「
吾
儕
未
嘗
聞
且
見
也
。」
稱

之
曰
「
樂
王
」。
自
後
教
坊
子
弟
、
無
人
不
願
請
見
者
、
歸
來
問
餽
不
絶
于
歲
時
。

　

陳
鐸
（
字
大
声
）
は
武
官
で
あ
り
、
か
つ
て
運
糧
の
こ
と
で
都
に
の
ぼ
っ
た
時
、
身
を
寄
せ
て
い
た
家
の
主
人
が
宴
に
招
き
、
教
坊
の
子
弟
に
曲
を
演
奏
し

て
彼
を
も
て
な
す
よ
う
命
じ
た
が
、
大
声
が
あ
ち
こ
ち
（
演
奏
・
う
た
を
）
駁
正
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
（
主
人
或
い
は
妓
女
）
は
退
け
て
納
得
し
な
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
初
め
は
大
声
が
音
律
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
大
声
は
な
ん
と
手
に
そ
の
琵
琶
を
持
ち
、
座
上
か
ら
さ
っ
と

一
曲
を
弾
い
て
唱
っ
た
。
子
弟
ら
は
思
わ
ず
驚
き
、
地
に
跪
い
て
叩
頭
し
て
言
っ
た
、「
私
ど
も
は
（
あ
な
た
様
の
よ
う
な
方
を
）
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
。
そ
し
て
彼
を
「
楽
王
」
と
称
し
た
。
こ
の
後
、
教
坊
の
子
弟
で
陳
鐸
に
接
見
を
求
め
ぬ
者
は
お
ら
ず
、（
南
京
に
）
帰
っ
た
後
も
、
毎
年

（
北
京
の
妓
女
か
ら
の
）
贈
り
物
が
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

『
客
座
贅
語
』
は
南
京
に
関
す
る
故
事
・
伝
聞
を
輯
め
た
筆
記
小
説
で
、
著
者
の
顧
起
元
（
一
五
六
五
~
一
六
二
八
）
は
陳
鐸
の
同
時
代
人
で

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）
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は
な
い
か
ら
、
そ
の
著
述
内
容
の
真
偽
に
つ
い
て
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
記
載
に
拠
れ
ば
、
陳
鐸
は
運
糧
（
南
方
で
徴

収
さ
れ
た
租
税
を
北
京
へ
送
る
輸
送
船
の
管
理
）
の
職
務
で
北
京
に
上
っ
た
折
り
、
宮
中
の
教
坊
の
子
弟
を
呼
ん
だ
宴
会
で
、
自
ら
琵
琶
を
演
奏

し
つ
つ
唱
い
、
妓
女
ら
を
驚
か
せ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
明
・
周
詩
修
／
明
・
李
登
纂
『（
萬
曆
）
江
寧
縣
志（
（4
（

』
巻
九
「
人
物
傳
二
」
に
は
、
琵
琶
だ
け
で
な
く
古
箏
も
弾
け
た
と
い
う

記
載
が
あ
る
。

　

陳
大
聲
、
萬
戸
侯
也
。
世
禄
子
多
喔
哫
纖
疵
、
而
大
聲
生
平
豪
爽
、
多
蕩
節
、
意
氣
高
邁
、
四
座
爲
傾
。
妙
解
音
律
、
時
時
從

酒
間
操
箏
琶
、
尋
聲
度
曲
。
卽
教
坊
子
弟
聽
之
、
自
恨
其
伎
弗
如
也
。
︙
（
後
略
）

　

陳
大
声
は
、
爵
位
あ
る
高
官
で
あ
っ
た
。
世
襲
武
官
に
は
品
行
が
卑
劣
で
心
の
狭
い
者
が
多
い
が
、
大
声
は
平
素
か
ら
気
性
が
強
く
さ
っ
ぱ
り
し
て
お
り
、
心

が
広
く
、
超
俗
的
な
気
が
あ
り
、
周
り
に
座
る
者
は
彼
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。
音
律
に
精
通
し
、
し
ば
し
ば
酒
の
席
で
古
箏
や
琵
琶
を
弾
き
、
う
た
に
合
わ
せ

て
演
奏
し
た
。
教
坊
の
子
弟
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
聴
け
ば
、
自
分
の
技
量
が
及
ば
な
い
の
を
悔
や
む
の
で
あ
っ
た
。
︙
（
後
略
）

楽
器
を
演
奏
す
る
た
め
に
は
、
音
律
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
る
。
琵
琶
の
場
合
、
ま
ず
は
宮
調
に
即
し
て
転
手
（
棹

の
頭
部
に
あ
る
横
棒
）
を
締
め
た
り
緩
め
た
り
し
て
、
四
本
（
明
代
）
の
絃
を
絃
合
（
お
あ
わ
せ
、
調
弦
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
演
奏
中
は

指
の
感
覚
と
音
感
を
た
よ
り
に
柱
（
じ
）
付
近
の
絃
を
押
さ
え
な
が
ら
音
程
を
調
整
す
る
。
古
箏
の
場
合
も
同
様
、
曲
調
ご
と
に
箏
首
の

弦
釘
に
よ
っ
て
十
五
~
十
六
本
（
明
代
）
の
絃
を
調
弦
し
た
上
で
、
右
手
で
弦
を
つ
ま
弾
き
つ
つ
、
左
手
で
弦
を
引
い
た
り
押
さ
え
た
り

し
て
音
に
微
妙
な
変
化
を
与
え
る
。
ど
ち
ら
も
演
奏
中
に
は
音
感
の
良
さ
に
加
え
て
相
当
な
知
識
と
修
練
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
決

し
て
誰
し
も
が
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
陳
鐸
よ
り
少
し
後
に
曲
作
家
と
し
て
名
を
馳
せ
る
王
九
思
（
一
四
六
八
~
一
五
一
一
、
字
敬
夫
、
号
美
陂
、
陝
西
鄂
県
︹
現
西
安
市
鄂
邑

区
︺
の
人
、
弘
治
九
年
︹
一
四
九
六
︺
の
進
士
）
は
、
李
夢
陽
・
何
景
明
・
康
海
ら
と
と
も
に
古
文
辞
派
と
し
て
文
壇
を
牽
引
し
、
正
徳
五
年

（
一
五
一
〇
）
に
失
脚
し
た
宦
官
劉
瑾
の
党
に
列
せ
ら
れ
る
や
官
途
を
捨
て
、
故
郷
陝
西
で
曲
の
制
作
に
没
頭
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
あ
た
り
、
ま
ず
は
大
金
を
は
た
い
て
師
を
招
き
、
三
年
か
け
て
琵
琶
・
三
絃
を
学
び
、
諸
曲
を
掌
握
し
た
の
だ
と
い
う（

（4
（

。

こ
の
例
か
ら
類
推
す
る
に
、
陳
鐸
も
音
律
の
知
識
や
楽
器
演
奏
技
術
の
習
得
の
た
め
に
相
当
な
時
間
を
割
い
て
研
鑽
を
行
っ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
そ
れ
を
学
ん
だ
の
か
。
濃
厚
な
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
陳
鐸
が
個
人
的
に
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親
交
を
持
っ
て
い
た
妓
楼
及
び
民
間
劇
団
の
妓
女
で
あ
る
。
妓
女
と
言
う
と
、
文
人
学
士
の
宴
席
に
侍
っ
て
興
を
添
え
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
が
、
一
方
で
、
古
来
よ
り
音
楽
・
う
た
は
軍
隊
と
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
妓
女
は
軍
隊
の
中
で
音
楽
を
演
奏
し
軍
士
の
士

気
を
鼓
舞
す
る
役
目
を
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
妓
楼
は
武
官
・
軍
士
の
慰
安
の
場
所
と
し
て
の
役
割
も
大
き
か
っ
た（

（4
（

。
武
門
の
子
息

で
あ
っ
た
陳
鐸
も
、
若
い
頃
か
ら
妓
楼
や
宴
席
で
妓
女
と
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
で
誼
み
を
結
ん
だ
妓
女
か

ら
楽
器
を
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
中
国
語
の
発
音
の
場
合
、
声
調
と
旋
律
の
昇
降
が
ぴ
っ
た
り
と
調
和
し
て
い
な
い
と
、
不
協
和
音
に
感
じ
た
り
、
耳
で

聴
い
た
時
に
曲
辞
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
弊
害
が
生
じ
る
。
調
和
し
て
い
な
い
場
合
は
、
歌
い
手
に
旋
律
を
少
し
変
え
る
な
ど

の
工
夫
を
さ
せ
て
唱
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
、
陳
鐸
は
自
身
で
演
奏
し
な
が
ら
曲
辞
を
作
る
能
力
が
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
曲
辞
と
曲
牌
の
旋
律
は
ぴ
っ
た
り
と
調
和
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
陳
鐸
の
散
曲
の
評
価
を
高
ら
し
め
る
要

因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
陳
鐸
の
生
平
と
著
作
を
整
理
し
つ
つ
、
彼
の
散
曲
制
作
の
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
宴
席
の
様
相
を
考
察
し
、
宴
席
で
誼
み

を
結
ん
だ
妓
女
か
ら
楽
器
を
習
っ
た
可
能
性
、
そ
し
て
楽
器
を
演
奏
で
き
る
こ
と
が
耳
馴
染
み
の
良
い
曲
辞
の
制
作
に
繋
が
っ
た
可
能

性
を
指
摘
し
た
。
陳
鐸
が
若
く
か
ら
宴
席
に
出
入
り
す
る
武
官
の
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
妓
女
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、

彼
の
散
曲
制
作
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

後
篇
で
は
、
陳
鐸
の
散
曲
の
作
品
性
に
対
す
る
考
察
を
さ
ら
に
進
め
つ
つ
、
彼
が
散
曲
の
制
作
に
身
を
投
じ
た
背
景
に
つ
い
て
、
議

論
を
深
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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注

（
1
）  

戯
曲
の
白
話
小
説
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
太
田
辰
夫
『
西
遊
記
の
研
究
』（
一
九
八
四
年
）「
六　

戯

曲
西
遊
記
考
」・「
七　
『
目
連
救
母
勧
善
戯
文
』
所
引
西
遊
記
考
」。
磯
部
彰
『『
西
遊
記
』
形
成
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
三
年
）

「
第
十
章　
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
遊
記
』
劇
の
成
立
と
そ
の
刊
行
―
明
前
期
の
戯
曲
西
遊
記
物
語
に
つ
い
て
」。
金
文
京
『
三
国
志
演
義

の
世
界
（
増
補
版
）』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
初
版
は
一
九
九
三
年
）
九
三
~
九
八
頁
「
雑
劇
「
三
国
志
」」。
小
松
謙
『
中
国
白
話

文
学
研
究
―
演
劇
と
小
説
の
関
わ
り
か
ら
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）「
第
二
部　
『
三
國
志
演
義
』『
水
滸
傳
』
と
戯
曲
」・「
第

三
部　

明
清
期
に
お
け
る
戯
曲
と
小
説
」。

（
2
）  

但
し
元
代
の
散
曲
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
田
中
謙
二
「
元
代
散
曲
の
研
究
」（『
東
方
學
報
（
京
都
）』
四
十
︹
一

九
六
八
年
三
月
︺、
後
に
『
田
中
謙
二
著
著
作
集
』
第
一
巻
︹
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
︺
所
収
）、
注
（
1
）
前
掲
の
小
松
謙
氏
著
書
「
第

一
部　

第
二
章　
「
元
曲
」
考
（
一
）
―
散
曲
に
つ
い
て
―
」（
初
出
は
「
元
代
散
曲
考
」︹『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
二
号
、
二
〇
一

四
年
十
一
月
︺）。

（
3
）  

筆
者
の
現
段
階
で
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
陳
鐸
の
散
曲
は
『
盛
世
新
聲
』
に
二
十
二
篇
、『
詞
林
摘
艶
』
に
二
十
七
篇
、『
雍
熙
樂
府
』
に

六
十
二
篇
あ
る
。
別
稿
に
て
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
4
）  

本
論
で
は
曲
篇
の
表
記
方
法
を
以
下
の
よ
う
に
統
一
す
る
。「
篇
題
（
あ
る
場
合
の
み
）」︻
宮
調　

引
子
（
第
一
支
︹
首
︺）
の
曲
牌
︼

「
第
一
句
の
曲
辞
」。

（
5
）  

卜
鍵
箋
校
『
李
開
先
全
集
（
修
訂
本
）』
中
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
五
五
六
頁
「
陳
大
碧
嘲
王
孟
啓
賭
弈
不
勝
」、
一

六
〇
一
~
一
六
〇
二
頁
「
陳
大
聲
套
詞
」。

（
6
）  

注
（
5
）
前
掲
書
、
上
、
五
九
七
~
五
九
八
頁
に
拠
る
。

（
7
）  

明
・
徐
渭
撰
／
李
復
波
・
熊
澄
宇
注
釋
『
南
詞
敍
録
注
釋
』（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
に
拠
る
。
五
六
頁
。

（
8
）  

明
・
王
世
貞
撰
／
羅
仲
鼎
校
注
『
藝
苑
巵
言
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
に
拠
る
。
附
録
巻
一
、
六
七
三
頁
。

（
9
）  

明
・
周
暉
撰
『
金
陵
瑣
事
』（
文
学
古
籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
年
）
巻
二
「
曲
品
」、「
陳
鐸
、
有
『
秋
碧
樂
府
』・『
梨
雲
寄
傲
』・『
公
餘

漫
興
』、
行
於
世
。
咏
閨
情
「
三
弄
梅
花
」
一
闋
、
頗
稱
作
家
。
所
爲
散
套
穩
恊
流
麗
、
被
之
絲
竹
、
審
宮
節
羽
、
不
差
毫
末
」。
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（
10
）  

荒
木
猛
『
金
瓶
梅
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
佛
教
大
学
研
究
叢
書
、
二
〇
〇
九
年
）「
第
二
部
第
三
章
」（
初
出
は
『
国
語
と
教
育
』
第
二

一
号
︹
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
九
六
年
十
二
月
︺）
一
三
四
~
一
四
二
頁
表
、
及
び
一
五
三
~
一
五
四
頁
参
照
。

（
11
）  
明
・
王
驥
徳
撰
／
陳
多
・
葉
長
海
注
釋
『
王
驥
德
曲
律
』（
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
に
拠
る
。
二
五
〇
頁
。

（
12
）  
明
・
呂
天
成
撰
／
呉
書
蔭
校
注
『
曲
品
校
註
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
に
拠
る
。
一
二
八
~
一
二
九
頁
・
一
五
六
頁
。

（
13
）  

明
・
沈
徳
符
撰
『
萬
曆
野
獲
編
』（
中
華
書
局
、
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
一
九
五
九
年
）
に
拠
る
。
六
四
〇
頁
。

（
14
）  

清
・
銭
謙
益
撰
輯
／
許
逸
民
・
林
淑
敏
点
校
『
列
朝
詩
集
』
第
七
冊
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
拠
る
。
三
七
六
八
頁
。

（
15
）  

荘
一
拂
『
明
清
散
曲
作
家
匯
考
』（
浙
江
古
藉
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
二
三
~
二
五
頁
、「
陳
鐸
」。

（
16
）  

『
明
史
』
は
中
華
書
局
排
印
本
（
一
九
七
四
年
）
に
依
拠
す
る
。

（
17
）  

陳
鐸
の
在
世
時
期
を
弘
治
・
正
徳
年
間
と
す
る
説
は
、
注
（
18
）
後
掲
『
坐
隱
先
生
精
訂
陳
大
聲
樂
府
全
集
』
巻
首
の
曹
学
佺
「
汪
昌

朝
精
訂
陳
大
聲
全
集
序
」、「
大
聲
、
金
陵
將
家
子
、
生
當
弘
正
昇
平
之
世
」。
及
び
遊
国
恩
等
主
編
／
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
撰

『
中
國
文
學
史
（
四
）』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
六
四
年
）
九
七
〇
~
九
七
一
頁
、
羊
春
秋
『
元
明
清
散
曲
三
百
首
』（
岳
麓
書
社
、

一
九
九
二
年
）
三
三
五
頁
。
嘉
靖
中
期
と
す
る
説
は
張
仲
謀
『
明
詞
史
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
五
二
頁
。

（
18
）  

李
舜
華
「
陳
鐸
生
平
與
家
世
發
微
」（『
中
國
文
學
研
究
』
第
二
一
輯
、
一
一
二
~
一
二
三
頁
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）「
一
、

生
當
成
弘
之
時
―
生
卒
年
考
」。

（
19
）  

陳
鐸
の
散
曲
を
引
用
す
る
際
は
、
基
本
的
に
明
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
汪
氏
環
翠
堂
刊
本
『
坐
隱
先
生
精
訂
陳
大
聲
樂
府
全
集
』

（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）
を
底
本
と
し
、
書
名
・
葉
数
・
影
印
本
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
の
頁
数
を
示
す
。
曲
辞
の
句
読
点
は
曲
譜

に
依
拠
し
て
筆
者
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
20
）  

明
・
卞
栄
撰
『
卞
郎
中
詩
集
』
は
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』「
集
部
」
第
三
十
五
冊
所
収
の
南
京
図
書
館
蔵
明
成
化
十
六
年
呉
綖
刻
本
に

依
拠
す
る
。

（
21
）  

注
（
18
）
前
掲
の
李
舜
華
氏
論
文
一
一
三
~
一
一
四
頁
。
但
し
、
李
舜
華
氏
は
陳
鐸
の
生
年
を
「
正
統
七
~
十
四
年
」
と
推
定
す
る
が
、

成
化
八
年
（
一
四
七
二
）
に
数
え
年
で
三
十
歳
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
生
年
は
正
統
八
年
（
一
四
四
三
）
と
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
修
正
を

加
え
た
。
本
論
で
は
以
降
も
正
統
八
~
十
三
年
を
生
年
と
み
な
し
、
数
え
年
で
年
齢
を
計
算
す
る
こ
と
に
す
る
。
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（
22
）  

『
明
實
録
』
は
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
校
影
印
版
（
一
九
六
二
年
）
に
依
拠
す
る
。

（
23
）  

注
（
18
）
前
掲
の
李
舜
華
氏
論
文
「
二
、
金
陵
將
家
子
―
家
世
考
」。

（
24
）  
明
・
厳
嵩
撰
『
鈐
山
堂
集
』
は
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』「
集
部
」
第
五
六
冊
所
収
の
北
京
大
学
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
二
十
四
年
刻
増
修
本

に
拠
る
。

（
25
）  

注
（
22
）
に
挙
げ
た
影
印
本
『
明
實
録
』
は
「
陳
政
子
璿
」
の
部
分
を
「
陳
攸
子
濬
」
と
作
る
が
、
注
（
18
）
前
掲
の
李
舜
華
氏
論
文

は
こ
れ
を
誤
字
と
論
じ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
明
末
写
本
『
皇
明
實
録
』（
請
求
番
号
:
別
〇
三
九－

〇
〇
〇
一
）
を
確
認
し

た
所
、
確
か
に
「
陳
政
子
璿
」
と
作
る
こ
と
か
ら
、
本
文
で
は
こ
ち
ら
を
引
用
し
た
。

（
26
）  

『
文
敏
集　

外
三
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
四
庫
明
人
文
集
叢
刊
、
一
九
九
一
年
）。
一
二
四
〇
~
三
三
七
頁
。

（
27
）  

注
（
18
）
前
掲
の
李
舜
華
氏
論
文
一
一
八
~
一
二
〇
頁
。

（
28
）  

郭
玹
の
妻
の
一
人
が
黔
国
公
沐
氏
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
・
羅
亨
信
撰
「
故
鎭
朔
將
軍
總
兵
官
武
定
侯
郭
公
墓
誌
銘
」（『
新
中
國

出
土
墓
誌
・
北
京
︹
壹
︺』︹
中
国
文
物
研
究
所
編
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
︺
九
〇
）
に
見
え
る
。
拙
論
「
明
朝
勳
戚
武
定
侯
郭
氏

と
文
学
―
家
譜
・
年
譜
―
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
（
人
文
）』
第
六
八
号
、
九
三
~
一
五
二
頁
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
）
も
参

照
さ
れ
た
い
。

（
29
）  

注
（
28
）
前
掲
の
拙
論
一
三
五
頁
＊
1
、
郭
勛
の
生
年
月
日
の
考
証
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
30
）  

李
舜
華
「
從
詩
學
到
曲
学
:
陳
鐸
與
明
中
期
文
學
復
古
思
潮
的
濫
觴
」（『
文
學
遺
産
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
九
二
~
一
〇
四
頁
、
中

国
社
会
科
学
院
）
一
〇
一
頁
、『
滑
稽
餘
韻
』
と
「
鄭
耆
老
匹マ

マ

配
好
姻
縁
」
に
つ
い
て
「
今
存
萬
曆
間
『
坐
隱
先
生
精
訂
陳
大
聲
樂
府
全

集
』
所
収
」
と
言
う
。

（
31
）  

『
百
川
書
志
・
古
今
書
刻
』（
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
に
拠
る
。

（
32
）  

注
（
31
）
前
掲
書
二
六
一
・
二
七
二
・
二
七
四
頁
。
①
巻
十
七
「
集
、
國
朝
」、「『
秋
碧
軒
集
』
五
巻　

南
京
濟
川
衞
指
揮
使
陳
鐸
大
聲

著
」。
②
巻
十
八
「
集
、
對
偶
」、「『
草
堂
餘
意
』
二
巻　

皇
明
七
一
居
士
陳
鐸
大
聲
次
韻
」。
③
巻
十
八
「
集
、
詞
曲
」、「『
秋
碧
樂
府
』

二
巻　

皇
明
濟
南
衞
指
揮
七
一
居
士
陳
鐸
大
聲
著
。
分
南
北
二
調
、
小
令
從
之
」。
④
同
右
、「『
黎マ

マ

雲
寄
傲
詞
』
一
巻　

陳
鐸
大
聲
作
。
附

時
人
三
子
作
」。
⑤
同
右
、「『
滑
稽
餘
音
』
二
巻
︙
（
以
下
本
文
に
既
出
）」。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

88



（
33
）  

但
し
『
百
川
書
志
』
の
『
黎マ

マ

雲
寄
傲
詞
』
一
巻
に
は
書
名
下
の
覚
え
書
き
に
「
附
時
人
三
子
作
」（
同
時
代
の
三
人
の
作
を
附
す
）
と
あ

る
の
に
対
し
、
現
存
の
汪
氏
校
訂
全
集
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
見
え
な
い
。

（
34
）  
清
・
朱
彝
尊
編
『
明
詩
綜
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
拠
る
。
一
八
五
三
頁
。

（
35
）  
明
・
焦
竑
撰
『
國
史
經
籍
志
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』「
史
部
」
第
二
七
七
冊
）
の
巻
五
「
賦
頌
、
明
」（
七
六
葉
Ａ
）
に
も
「
陳
鐸

『
秋
碧
軒
集
』
五
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）  

『
列
朝
詩
集
』
小
伝
に
は
「
廣
陵
張
佐
曰
、
︙
（
中
略
）
︙
嘗
見
『
可
齋
樂
府
』、
有
甲
乙
交
叉
之
句
、
出
於
珞
琭
子
『
消
息
賦
』、
非
但

求
爲
押
韻
、
而
拾
此
成
語
、
貫
之
詞
意
、
不
加
雕
琢
、
非
所
蘊
淵
博
能
爾
哉
」
と
あ
り
、『
可
齋
樂
府
』
と
は
現
存
の
散
曲
集
『
可
雪
齋

稿
』
と
同
一
書
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。「
廣
陵
張
佐
」
が
ど
の
時
代
の
何
者
か
が
特
定
で
き
れ
ば
、『
可
雪
齋
稿
』
の
編
纂
時
期
も
あ

る
程
度
割
り
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
文
中
の
「
甲
乙
交
叉
之
句
」
と
は
、︻
北
・
中
呂　

粉
蝶
兒
︼「
三
弄
梅
花
」
第
三
首
︿
北

石
榴
花
﹀
の
「
一
會
價
告
蒼
穹
問
龜
兒
卦
、
不
明
白
甲
乙
交
叉
」
の
句
を
指
す
か
。
但
し
こ
の
篇
は
現
存
す
る
陳
鐸
散
曲
集
で
は
『
可
雪

齋
稿
』
で
は
な
く
『
梨
雲
寄
傲
』
に
入
っ
て
い
る
（
篇
題
「
冬
閨
怨
別
」）。

（
37
）  

注
（
9
）
参
照
。

（
38
）  

瞿
鳳
起
・
潘
景
鄭
整
理
『
千
頃
堂
書
目　

附
索
引
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
拠
る
。
五
六
四
頁
。

（
39
）  

注
（
2
）
前
掲
の
小
松
氏
著
書
「
四
、
散
曲
制
作
の
場
と
作
家
の
姿
勢
」。

（
40
）  

徐
霖
、
字
は
子
仁
（
一
説
に
子
元
）、
号
は
九
峰
道
人
な
ど
、
呉
県
（
現
蘇
州
市
）
の
人
で
、
南
京
に
移
り
住
ん
だ
。
若
く
し
て
諸
生
の

身
分
を
捨
て
、
音
律
を
理
解
し
、
篆
法
に
精
通
し
、
絵
画
を
よ
く
し
た
。
正
徳
年
間
に
武
宗
が
南
巡
し
た
際
、
招
か
れ
て
詔
を
賜
り
、
北

京
に
戻
る
の
に
付
き
随
い
、
官
を
授
け
ら
れ
た
が
、
固
辞
し
て
帰
っ
た
。『
麗
藻
堂
文
集
』・『
快
園
詩
文
集
』・『
續
書
史
會
要
』
な
ど
の
著

書
が
あ
っ
た
。

（
41
）  

『
庚
巳
編
・
客
座
贅
語
』（
中
華
書
局
、
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。
一
七
九
頁
。

（
42
）  

『
孝
宗
實
録
』
巻
七
九
辛
未
の
條
、
同
書
巻
八
五
丙
子
の
條
、『
武
宗
實
録
』
巻
五
戊
子
の
條
。

（
43
）  

凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
『
中
国
地
方
誌
續
集
』
所
収
の
万
暦
二
十
六
年
刻
本
『（
萬
暦
）
江
寧
縣
志
』
十
巻
に
拠
る
。

（
44
）  

明
・
王
世
貞
撰
／
羅
仲
鼎
校
注
『
藝
苑
巵
言
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
附
録
巻
一
（
六
六
八
頁
）、「
王
敬
夫
將
填

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）
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詞
、
以
厚
貲
募
國
工
、
杜
門
學
按
琵
琶
・
三
絃
、
習
諸
曲
、
盡
其
技
而
後
出
之
︙
（
後
略
）」。
明
・
沈
徳
符
撰
『
萬
暦
野
獲
編
』
巻
二
五

「
詞
曲
、
南
北
散
套
」、「
渼
陂
初
學
塡
詞
、
先
延
名
師
、
閉
門
學
唱
三
年
、
而
後
出
手
」。

（
45
）  
金
文
京
「「
戯
」
考
―
中
国
に
お
け
る
藝
能
と
軍
隊
」（『
未
明
』
第
八
号
、
一
~
二
八
頁
、
神
戸
大
学
中
文
研
究
会
、
一
九
八
九
年
十

二
月
）「
四　

官
妓
と
営
妓
」
参
照
。

※
本
論
文
は
令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
Ｊ
Ｐ
一
八
Ｋ
一
二
三
一
〇
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号

90


